








系 の 異 常 説（e.g.,Raine，20013；Glenn & Raine，
2014）や，サイコパスという情性欠如者の概念












　サイコパス（Psychopass；Cooke et al, 2001）や
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家庭環境の劣悪さ 性的嗜癖異常 精神疾患 人格障害
ケース１ ○ ○ ○ ○
ケース２ ○ ○
ケース３ ○ ○ ○ ○
ケース４ ○ ○ ○
ケース５ ○ ○ △ △
ケース６ ○
ケース７ ○ ○ ○
ケース８ ○ ○ △
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その意味の主体性はあるわけですね．事実関
係の認識はできるわけですから．しかし，通常，
私たちが持っているような行為への主体感が
ない．その主体感を育てることが，予防にせよ，
再犯防止にせよ，はじめの一歩ではないかと．
Ｂ： そうですね．いろいろな再犯防止プログラム
がありますが，実証的なプログラムはきっと
主体性と人間関係の構築の二つを丁寧に組み
込んでいると思います．
　　 行為に主体感が持てるような人間関係をどれ
だけもてたかという要因が本当に大切だと思
います．劣悪な家庭環境などは，この主体性
を阻害するのではないでしょうか．出所後は
地域の中で生きていくわけですから，時には
監視も必要かしれないけれど，素朴な意見で
すが，どれだけ穏やかな人間関係を築けるか，
つまり、この問題は犯罪者だけでなく、「どれ
だけ排除しない社会を私たちがつくれるか」
と，私たち自身も問われているのです．
４．総合考察
　インタビューの結果から４要因仮説と性的嗜癖
異常の対策の遅れについての仮説は支持された．
ただし，性的嗜癖異常だからというよりも，性的
嗜癖異常への偏見が強く，相談窓口が少なく，暴
発する可能性の早期予防が困難であるという理解
が重要である．
　また，犯罪を行っていなくても自分自身で性的
嗜好に異常を感じる人が，相談をできる窓口を増
やしカウンセリングを受けられるようにするべき
である．
　犯罪に主体性のけ欠如がある者は罰の重さより
も自分の興味本位が勝ち，犯罪につながる．罰を
与えるだけではなく，その人の主体性をいかに喚
起するかがとわれている．
　日本では2004年11月に奈良市で発生した女児誘
拐殺害事件を契機として性犯罪者の処遇に対する
日本の不十分な施策に世論の高まりが起こった．
これを受けて法務省は，性犯罪の受刑者や保護観
察対象者の再犯防止のための体系的な制度として
の性犯罪者処遇プログラムを立ち上げ，2006年度
よりその運用を開始している．B氏が指摘した更正
プログラムへの動機付けの論点を含め，その動向
に注目したい． 
　本論文では重大犯罪の背景因子を４要因に分類
したが，この中で自助努力が可能な要因は「家庭
（ 145 ）
重大事件の背景要因と犯罪防止に関するケーススタディ 

